
1990年出土の木簡

本
遣
跡
の
調
査
は
、
圃
場
整

一
九
八
四
年
参
照
）
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

鹿
島
町

は
発
掘
区
A
、
B
、
C
の
三
地

谷
が
発
達
し
て
お
り
、
本
支
谷

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

茨
城
県
鹿
島
郡
鹿
島
町
鉢
形
字
町
田

遣
物
包
含
地

・
水
田
跡

古
墳
時
代
ー
中
世

遺
跡
及
び
木
簡
出
士
遺
構
の
概
要

木
滝
台
と
鉢
形
台
に
よ
っ
て
挟
ま
れ
た
標
高
約
八
！
九

m
を
測
る
沖
積
地
面
に

屯鹿

っ
て
、
広
く
開
析
の
進
ん
だ
支

来
点
を
経
て
さ
ら
に
北
側
に
細
く

予
環
伸
び
、
谷
頭
を
形
成
す
る
。

-

l

 

田

北
浦
よ
り
流
出
す
る
鰐
川
に
よ

鹿
島
灘
、
西
に
北
浦
を
望
み
、

本
地
域
の
水
田
跡
と
し
て
の
旧
状
は
、

所
在
す
る
。
鹿
島
町
は
、
東
に

約
二

0
度
北
へ
振
れ
る
。

れ
た
。
砂
を
盛
っ
て
構
築
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
方
向
は
現
畦
畔
と
異
な
り
、

鉢
形
地
区
条
里
遺
跡
は
、
鹿
島
町
の
役
場
周
辺
市
街
地
の
南
方
約
一
・
五
』
、

7
 
6
 
5
 
4
 

鹿
島
町
教
育
委
員
会

田
川

良

カ
月
問
で
八
四
カ
所
の
試
掘
調
査
を
行
な
い
、
土
層
観
察
、
プ
ラ
ン
ト
・
オ
パ

ー
ル
（
徴
化
石
）
を
分
析
し
た
上
で
、
そ
の
う
ち
三
地
点
約
三
五

0
0面
を
調
査

対
象
地
区
と
し
た
。

く
、
軟
弱
な
湿
地
帯
の
た
め
、
条
里
遺
構
と
思
わ
れ
る
遺
構
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。
こ
の
う
ち
、

C
地
点
に
は
、
幾
条
か
の
現
畦
畔
が
あ
り
、
そ
の
畦
畔
下

に
は
砂
層
の
堆
積
が
続
く
と
と
も
に
、
木
杭
列
が
検
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の

畦
畔
と
直
交
す
る
よ
う
な
木
杭
列
を
検
出
し
た
が
、
い
ず
れ
も
現
畦
畔
に
伴
う

施
設
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
幾
条
も
の
賠
渠
が
走
っ
て
い
る
が
、
同
様
の
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
道
路
状
遺
構
が
こ
の
発
掘
区
南
端
部
分
に
検
出
さ

「
湿
地
深
田
形
状
不
整•
…
•

•
明
治
四

十
二
年
五
月
二
工
事
二
着
手
シ
、
大
正
十
二
年
二
月
完
形
ヲ
見
ル

…
…
整
々
タ

ル
美
田
畔
農
魂
決
シ
耕
地
整
理
ノ
難
行
二
心
血
ヲ
注
ギ
…
・
:
」
と
記
し
た
石
碑

か
ら
知
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
は
、
水
田
に
は
あ
ま
り
適
さ
な
い
、
湿
地
深
田
で
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
本
地
域
で
は
、
細
礫
を
含
む
粘
質
土
層
や
粘
土
質

の
基
盤
層
が
あ
ま
り
形
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
同
じ
く
条
里
遺
構
の
水
田
跡
が
確

認
さ
れ
た
北
浦
べ
り
（
田
口
崇
ほ
か
『
鹿
島
湖
岸
北
部
条
里
遣
跡
』

N
、
V

教
育
委
員
会

3

発
掘
機
関

2

調
査
期
間

一
九
八
八
年
（
昭
63)

―
二
月

1
一
九
八
九
年
（
平
1
)
九
月

調
査
の
結
果
、
本
地
域
全
体
を
覆
う
と
考
え
ら
れ
る
腐
植
土
層
が
極
め
て
厚

1

所
在
地

は
ち
が
た

茨
城

・
鉢

形

地

区

条

里

遺

跡

備
事
業
鹿
島
湖
岸
南
部
土
地
改
良
に
伴
い
、

一
九
八
七
年
一

0
月
末
か
ら
約
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よ
り
出
土
し
て
い
る
。

宝
」
を
は
じ
め
と
し
、

量
的
に
は
、

「
寛
永
通
宝
」
が
四
三
点
と
最
も
多
い
。

か
ら
す
れ
ば
時
間
的
幅
は
極
め
て
長
く
、

銭
種
も
多
い
。

「
五
鉄
」

し
か
し
な
が
ら
、
本
地
域
の
小
字
名
に
町
田
、
鎌
田
、
周
辺
地
域
に
は
、
谷

田
、
崎
ノ
田
、
東
側
の
約
―

km
に
は
、
関
田
、
神
田
前
な
ど
の
地
名
が
存
在
し

出
土
遺
物
は
、
そ
の
量
と
種
類
が
豊
富
で
、
土
器
類
を
は
じ
め
、
土
製
品
類

•
石
製
品
・
金
属
製
品

・

木
製
品
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
の
う
ち
、
木
製
品

は
、
本
稿
で
報
告
す
る
木
簡
三
点
を
始
め

と
す
る
木
札
類
十
数
点

•
田
下
駄

．

桶
の
木
片
．
漆
塗
り
の
椀
．
箸
状
の
も
の
な
ど
が
あ
る
。
ま
た

C
地
点
か
ら
は
、

銅
製
品
と
し
て
、
飾
金
具
・
把
手
や
。
ヒ
ン
セ
ッ
ト
状
の
エ
具
類
の
ほ
か
に
煙
管

七
五
点
・
銭
貨
―
二
五
点
な
ど
多
く
が
出
土
し
て
い
る
。
銭
貨
は
、
鋳
造
年
代

「
開
元
通

ほ
と
ん
ど
の
遺
物
が
、
前
述
の
耕
地
整
理
な
ど
に
よ
る
客
士
か
ら
出
土
し
て
い

る
が
、
木
簡
を
は
じ
め
と
し
た
木
札
類
は
、
そ
の
下
層
の
茶
褐
色
腐
植
質
土
層

A
、
B
地
点
か
ら
は
、
近
接
す
る
木
滝
台
遺
跡
、
国
神
遺
跡
な
ど
と
同
様
の

縄
文
1
近
世
の
長
期
に
わ
た
る
遺
物
が
出
士
し
、
ま
た
、
東
側
の
半
島
状
の
台

地
に
所
在
し
た
中
世
の
館
山
城
に
隣
接
す
る
C
地
点
で
は
、
そ
れ
に
関
連
す
る

と
思
わ
れ
る
遺
物
も
多
い
。
ま
た
、
本
遺
跡
の
北
東
約
―

km
に
は
、
天
平
勝
宝

元
年
（
七
四
九
）
に
鹿
島
神
宮
宮
司
中
臣
鹿
島
連
大
宗
、
修
行
僧
満
願
ら
が
造
営

し
た
鹿
島
神
宮
寺
跡
が
所
在
し
、
さ
ら
に
西
方
ニ
km
に
、
鹿
島
郡
家
跡
の
神
野

む
か
い向
遺
跡
が
所
在
し
、
本
遺
跡
出
土
の
多
種
多
様
の
遺
物
は
そ
れ
ら
と
の
関
連
を

て
い
る
こ
と
は
、
留
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

は
比
較
的
小
さ
く
、
③
と
同
様
に
頭
部
を
つ
く
り
出
す
。

木
簡
の
釈
文
・
内
容

「
＜
口
□

木
口
為
也
」

・
「
＜
口
蘇
民
将
来
子
孫
也
」
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①

i
③
は
、
い
ず
れ
も
C
地
点
よ
り
、
遺
構
に
伴
わ
ず
に
出
土
し
た
。
①
は
、

「
唸
」
字
の
上
部
に
梵
字
「
v
a
」
と
思
わ
れ
る
文
字
が
み
ら
れ
る
。
③
は
、
文

字
の
残
存
状
況
が
悪
く
、
判
読
で
き
る
の
は
三
文
字
で
、
不
明
確
で
あ
る
。
⑱

こ
の
ほ
か
部
分
的
に
か
す
か
に
墨
書
が
残
っ
て
い
る
も
の
り
、
そ
の
痕
跡
が

不
明
の
も
の
⑱
、
上
部
付
近
に
小
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
も
の
⑧
⑨
の
二
点
な
ど

が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
短
冊
状
の
木
札
の
表
面
に
「
符
錬
」
を
記
し
た
と
思

わ
れ
る
も
の
④
、
木
片
の
上
下
に
墨
を
ベ
タ
塗
り
し
、
中
に
井
桁
状
の
文
様
が

墨
書
さ
れ
た
も
の
⑮
も
出
土
し
て
い
る
（
本
簡
は

5
1④、

mの
五
点
）
。

つ
ま
ぎ

当
町
内
で
は
、
一

九
八
四
年
に
、
湖
岸
北
部
条
里
遺
跡
爪
木
地
区
よ
り
、
「
喚

々
如
律
令
」
と
書
か
れ
た
呪
符
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
（
『
木
簡
研
究
』
六
）
、
今

回
出
土
の
二
点
を
加
え
、
明
瞭
な
呪
符
木
簡
は
計
三
点
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
、

遣
構
に
伴
う
も
の
で
は
な
い
が
、
近
世
の
遺
物
の
出
土
層
位
の
下
層
か
ら
出
土

8
 (3) (2) (1) 

「
＜
急
々
如
律
令

「

a
唸
々
如
律
令

想
起
さ
せ
る
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

L_  
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し
て
い
る
。
書
風
か
ら
み
る
と
室
町
後
期
頃
か
と
思
わ
れ
る
。
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関
係
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献

鹿
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